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１． まえがき 

新 4K8K 衛星放送が開始するなど，高解像度かつ高品質

な映像に対する需要が高まっており，新たな映像符号化方

式が提案されている．本研究では，2020 年に Joint Video 

Experts Team (JVET) により策定された Versatile Video 

Coding (VVC) により符号化，縮小された映像の高解像度化

及び高品質化を目指す． 

2 ．提案手法 

（1）TU画像の作成 

 VVCでは，各フレームをその画像特性によりTransform 

Unit (TU) に分割して符号化処理を行う．本研究では

TU 分割ブロックの面積[pix2]に対して画素値を対応さ

せた TU画像を作成する．同じ TU分割ブロックの面積

には同じ画素値が対応し，面積が小さいほど大きな画

素値を割り当て，TU画像 (図１参照) とする． 

図１ VVC符号化画像 (左) とその TU画像 (右) 

 

（2）超解像ネットワーク 

 前述のTU画像を用いて構築した超解像ネットワークを

図２に示す．ただし，○＋はチャネル方向結合を表す．

図２のように，本研究で提案するネットワークは，

SRResNet[1]を参考にしたものである．学習データには

UVG[2]，SJTU[3]及び BVI-DVC[4]を用いた．] 

 

図２ 超解像ネットワーク 

 

 学習データの QP値及びランダムアクセス (ra : random-

access) かイントラオンリー (io : intra-only) の違いによっ

て異なるモデル ours1-4を作成した (表 1参照) .  
 

表 1  提案モデルの学習データ内容 

モデル ours1 ours2 ours3 ours4 

QP 22 22 32 32 

ra/io ra io ra io 

3．実験結果 

テストデータには CTC[5]のうち，元画像の解像度が

832x480 である 5 シーケンスを用いた．テストデータは全

て ra で，QP22, 32, 42 それぞれに対してテストを行った．

表 2に実験結果を示す． our2のモデルが優れたモデルであ

ることがわかる．また，ours1, 2と ours3, 4を比較すること

で，QP の小さい学習データを用いることで精度の良いモ

デルを作成できることがわかる．ただし，QP42 において

は，従来手法の精度が良い．これは，QP42の場合図 1に示

す TU 画像が荒い分割になっており，不必要な情報として

処理されてしまっているためだと考えられる． 
 

表 2  実験結果 (PSNR[dB])  

QP Bicubic SRResNet ours1 ours2 ours3 ours4 

22 25.1969 25.7304 25.5481 26.0899 25.7382 25.8167 

32 24.5273 24.9815 24.8825 25.1040 25.0055 24.9452 

42 22.8945 23.3745 23.3548 23.0841 23.3196 23.0323 

4．むすび 

本提案手法により TU 画像を超解像ネットワークに組み

こむことで，VVC符号化フレームを高品質に高解像度化で

きることを示した．今後は，4K などより高解像度なデー

タに対する提案手法の適用が必要である． 
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